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施設イチゴ育苗時のＵＶ－Ｂ照射によるハダニ類密度の抑制
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1．緒言

滋賀県内の施設イチゴ栽培において，ハダニ類（ナミハ

ダニ，カンザワハダニ）の発生および被害が問題となって

いる．ハダニ類は薬剤抵抗性が発達しやすいことから，化

学合成農薬以外の防除方法の確立が望まれている．。

近年の研究で,生物が紫外線のうち，中波長域(280～315

ｎｍ）であるＵＶ－Ｂを浴びると，ＤＮＡの損傷等の影響

を受けることが報告されている')．また，ＵＶ－Ｂをハダ

ニ類に照射すると，発育や産卵，瞬化の抑制効果に加え，

積算照射量の増加に伴い，幼若虫や成虫が死亡に至ること

が明らかにされている2)．

県内では，施設イチゴほ場（本ぽ）で，うどんこ病防除

を主目的として電球形の紫外線照射装置（ＵＶ－Ｂ電球形

蛍光灯⑰，パナソニック(株)）の導入が進んでいる．この

ＵＶ－Ｂ照射装置を活用したイチゴ栽培本ぽでのハダニ類

の防除については，兵庫県や静岡県においても，それぞれ

土耕栽培と高設栽培で研究が進められている．これらの結

果では，紫外線反射資材との組み合わせにより，ＵＶ－Ｂ

を葉裏に照射させることで，ナミハダニ抑制効果が認めら

れている3)．しかし，カンザワハダニに対する抑制効果の

確認例は少なく，育苗ほでのＵＶ－Ｂ照射によるハダニ類

抑制効果の確認はされていない．また株間が十分離れてい

る本ぽとは異なり,苗を密接した状態で管理する育苗ほで

は，紫外線反射資材の使用形態も考慮する必要がある．

そこで本報では，まずＵＶ－Ｂ照射によるカンザワハダ

ニの各生育ステージへの影響を調べ，次いで，施設イチゴ

育苗時のＵＶ－Ｂ照射がハダニ類密度に及ぼす影響および

紫外線反射資材の有効な使用形態について検証したので報

告する。
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２材料および方法

ＵＶ－Ｂ照射がカンザワハダニの産卵，成虫の生存に及ぼ

す影響については，室内試験を実施した．加えて，イチゴ苗

にＵＶ－Ｂを照射した場合の，ハダニ類に対する密度抑制効

果については，施設ハウスでほ場試験を行った．

２．１室内試験

２．１．１供試ハダニ

試験で使用したカンザワハダニ個体群は,2014年９月に甲

賀市土山町のチャほ場で採集し，実験室内でインゲン葉を餌

に累代飼育したものである．

直径9.5ｃｍのシャーレに水を含ませた脱脂綿を敷き,その

上に５ｃｍ角に切ったインゲン葉を乗せ，累代飼育中のカン

ザワハダニ雌成虫を葉あたり１０頭接種し，下記の試験に用

いた．なおシャーレに蓋はしなかった．

２．１．２区の設定

農業技術振興センター内の恒温室（ステンレス張り，１．８

ｍ×1.8ｍ×2.6ｍ）内を２５℃16Ｌ８Ｄ（明期６:00～22:00,

暗期２２:00～6:00）条件に設定し，床面でのＵＶ－Ｂ照度が

18～2011W7bniになるように，床面から約1.5ｍ上部にＵＶ－

Ｂ電球形蛍光灯を設置した.暗期に３時間(23:00～2:00)Ｕ

Ｖ－Ｂを照射するＵＶ－Ｂ区と，紫外線カットフイルムを用

いてＵＶ－Ｂを遮光した無照射区を設けた．

２．１．３調査方法

試験は2015年２月に行った．ＵＶ－Ｂ区と無照射区の床

面に，上記２．１．１に示したカンザワハダニ雌成虫を接種

したシャーレを区あたり３枚設置した．ＵＶ－Ｂの照射開始

後１０日間（2015年２月１８日から２月２７日まで)，雌成虫

の生存数,産下された卵数ﾘ陣化した幼若虫数を毎日数えた．

なお，餌としたインゲン葉は，調査期間中に劣化が認められ








